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幾
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熱
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鐘
矯
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調
類
卵
綴

の
両
貝
池
上
本
門
寺
本
殿
・
朗
峰
会
館
を
会
場
に
鞄
千
名
が
結
集
し
て
開
催
さ
旧

れ
、
ア
ジ
ア
の
開
発
と
平
和
の
確
立
、
環
境
保
全
等
の
社
会
問
題
を
は
じ
め
、
仏
教
界
鄙

が
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
仏
教
徒
が
如
何
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か
が
真
剣
に
話
　
，

離
離
駐
鮪
齢
職
示
餅
盤
儲
書
割
毒
薬
悪
獣
臓
譲
舗
際

を
打
開
す
る
た
め
の
仏
教
徒
の
姿
勢
に
つ
い
て
宗
派
代
表
者
会
議
よ
り
声
明
書
が
発
表
　
竃

さ
れ
る
な
ど
、
各
方
面
よ
り
注
目
を
あ
つ
め
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

　
大
会
第
一
日
は
午
前
十
時
よ
り
大
会
式
典
で

幕
を
開
け
、
金
子
日
威
視
下
を
導
師
に
翌
翌
結

成
以
来
の
関
係
物
故
者
の
追
悼
法
要
が
営
ま
れ

た
あ
と
、
大
会
総
裁
の
式
辞
、
全
仏
理
事
長
（
代

理
）
、
東
仏
会
長
、
本
門
寺
貫
首
の
挨
拶
が
そ

れ
ぞ
れ
な
さ
れ
た
。
．

　
さ
ら
に
、
雪
仏
結
成
以
来
全
一
仏
教
運
動
に

功
績
の
あ
っ
た
百
数
十
名
の
表
彰
が
行
な
わ
れ

代
表
と
し
て
二
十
二
鉄
脇
師
に
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
大
会
の
青
森
県
仏
（
塗

師
）
に
感
謝
状
が
、
国
際
仏
教
興
隆
協
会
（
巌

谷
師
）
に
日
本
寺
落
成
祝
賀
の
金
一
封
が
、
ベ

ト
ナ
ム
難
民
救
援
委
員
会
（
黒
田
師
）
に
救
援

金
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
、
来
賓
の

橋
本
自
民
党
幹
事
長
、
文
部
大
臣
（
代
理
）
の

祝
辞
が
あ
っ
て
式
典
を
終
了
し
た
。

　
ひ
き
つ
づ
き
総
会
に
移
り
、
議
長
に
渡
部
公

允
、
副
部
会
長
に
貝
山
宣
泰
、
東
義
寿
、
小
熊

心
嚢
の
各
師
を
選
出
し
て
、
議
事
運
営
に
つ
い

て
の
説
明
、
議
案
上
提
、
部
会
配
属
を
行
な
っ

て
、
午
後
か
ら
各
部
会
に
分
れ
て
討
議
に
入
っ

た
。　
第
二
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
総
会
が
開
か
れ

宗
派
代
表
者
会
議
、
都
道
府
露
仏
代
表
者
会
議

お
よ
び
五
つ
の
部
会
の
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部

会
長
よ
り
発
表
さ
れ
た
あ
と
、
総
括
し
て
質
疑

が
受
け
ら
れ
た
。

　
時
間
的
制
約
も
あ
っ
た
が
、
第
一
部
会
の
国

際
関
係
に
集
中
し
、
国
際
関
係
の
諸
議
案
に
つ

い
て
全
仏
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
の
質
問

を
う
け
て
、
全
軍
当
局
よ
り
全
盤
内
に
準
備
委

員
会
を
設
置
す
る
旨
回
答
さ
れ
た
。
ま
た
、
追

．，三＿飼ぜ副．3童

謡
五
号
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
関
係
者
に
よ
っ

て
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
の
発
表
も
あ
り
、
種

々
活
発
に
熱
の
入
っ
た
質
疑
応
答
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
た
。

　
こ
こ
で
採
決
に
入
り
、
満
場
一
致
の
賛
成
を

得
て
、
全
議
案
を
各
部
会
了
承
通
り
採
決
し
た
。

つ
づ
い
て
、
大
会
宣
言
お
よ
び
決
議
文
を
そ
れ

ぞ
れ
採
択
し
て
本
大
会
を
閉
会
し
た
。

宗
派
代
表
者
会
議

福
祉
社
会
の
建
設
、
声
明
書
を
発
表

　
今
大
会
は
じ
め
て
の
催
し
で
あ
る
が
、
大
会

テ
ー
マ
を
そ
の
ま
ま
議
題
に
、
こ
の
危
機
に
仏

教
徒
は
如
何
に
対
処
す
べ
き
か
を
、
出
席
の
日

蓮
、
高
野
山
、
豊
山
、
大
谷
、
浄
土
、
円
覚
寺
、

和
製
、
浅
草
寺
、
御
室
、
孝
道
教
団
、
融
通
念

仏
、
時
宗
、
向
嶽
寺
、
聖
徳
宗
、
念
法
真
教
の

各
宗
管
長
、
宗
務
総
長
が
論
じ
あ
っ
た
。

　
前
段
と
し
て
長
岡
昌
N
H
K
解
説
委
員
が
環

境
破
壊
、
自
然
破
壊
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
人

口
増
加
、
異
常
気
象
等
を
挙
げ
て
現
状
を
解
説

し
た
が
、
最
後
に
「
地
球
全
体
の
環
境
問
題
は

わ
れ
わ
れ
人
類
が
被
害
老
で
あ
り
同
時
に
加
害

宗
派
代
表
者
会
議
一
孔
雀
の
間

者
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
取
り
組
ん
で
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
全
人
類
の
問
題
で
、
そ
の
辺
に
つ

い
て
宗
教
者
の
話
し
合
い
、
ひ
活
躍
を
期
待
し

た
い
し
と
結
ん
だ
。

　
そ
の
あ
と
金
子
日
蓮
宗
管
長
を
座
長
に
討
議

さ
れ
た
が
、
　
「
人
間
の
何
が
加
害
者
で
あ
る
か

と
い
う
に
、
そ
れ
は
人
間
の
欲
望
で
あ
り
、
仏

典
に
も
か
な
う
少
欲
で
満
足
し
て
い
く
と
い
う

姿
勢
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
が
、

科
学
者
の
観
理
智
と
あ
い
ま
っ
て
役
立
つ
の
で

は
な
い
か
」
、
　
「
電
気
、
水
道
を
は
じ
め
日
常

生
活
で
の
消
費
節
約
が
、
ひ
い
て
は
環
境
保
全

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」
さ
ら
に
は
「
環

境
破
壊
、
公
害
、
あ
る
い
は
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア

ニ
マ
ル
と
、
人
間
的
に
は
精
神
の
荒
廃
が
こ
れ

2
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ら
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

を
鑑
み
る
に
仏
教
者
は
青
少
年
の
教
化
育
成
に

力
を
注
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
等
と
意
見
が

述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
具
体
的
に
大
都
市
寺
院

に
お
け
る
緑
化
運
動
の
展
開
、
公
害
防
止
へ
の

協
力
等
、
意
見
の
開
陳
が
な
さ
れ
、
最
後
に
声

明
書
を
発
表
し
て
閉
会
し
た
。

　
な
お
、
出
席
者
か
ら
特
に
、
今
後
こ
う
い
う

会
を
年
に
何
回
か
、
東
西
交
互
に
開
催
し
、
宗

派
代
表
者
が
袴
を
ぬ
ぎ
胸
襟
を
開
い
て
全
一
仏

教
運
動
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

要
望
が
強
く
出
さ
れ
た
。

◎
宗
派
代
表
者
会
議
声
明
書

人
類
が
今
や
滅
亡
の
危
機
に
当
面
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
識
者
が
警
告
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
環
境

の
汚
染
、
地
球
資
源
の
枯
渇
、
人
口
の
急
激
な

増
加
に
伴
う
食
糧
の
不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
が
「
人
類
の
危
機
を
救
お

う
、
仏
教
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
今
回

の
会
議
を
開
い
た
の
は
、
い
た
ず
ら
に
事
態
を

誇
大
視
す
る
の
で
は
な
く
「
か
け
が
え
の
な
い

地
球
と
生
命
の
広
場
を
」
守
る
た
め
に
す
べ
て

の
人
間
が
真
剣
に
盛
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
Q

　
仏
教
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
す
べ
て
の
も
の

を
あ
り
の
ま
ま
に
見
て
、
人
間
の
真
実
の
あ
り

方
を
求
め
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
す
の
を

本
分
と
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

日
の
仏
教
が
人
類
社
会
の
要
望
に
対
し
て
十
分

の
責
務
を
果
し
て
い
る
と
は
申
し
難
く
、
内
に

深
く
反
省
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
般

社
会
に
お
い
て
も
、
今
日
の
難
局
を
打
開
す
る

た
め
に
、
仏
教
を
正
し
く
と
り
上
げ
、
そ
の
精

神
を
社
会
の
隅
々
ま
で
生
か
す
よ
う
期
待
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

　
今
次
の
大
会
に
お
い
て
、
全
仏
加
盟
宗
派
の

代
表
者
が
集
ま
り
、
会
議
を
開
い
て
種
々
討
議

し
た
結
果
、
各
宗
派
と
し
て
も
真
剣
に
現
代
社

会
の
諸
問
題
と
取
り
組
ん
で
、
福
祉
社
会
の
建

設
に
役
立
ち
、
恒
久
の
平
和
を
確
立
し
て
人
類

の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
、
全
一
仏
教
運
動
を

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。　
昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
六
日

　
　
　
第
二
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
派
代
表
者
会
議

都
道
府
県
仏
教

会
代
表
者
会
議

「
全
一
仏
教
運
動
の
昂
揚
と
組
織
強
化
」
を
テ

ー
マ
に
、
東
京
、
北
海
道
、
大
阪
、
京
都
、
青

森
、
山
形
、
福
島
、
栃
木
、
群
馬
、
矯
玉
、
千

県
仏
代
表
者
会
議
一
鳳
鳳
の
間

葉
、
神
奈
川
、
山
梨
、
静
岡
、
岐
阜
、
長
野
、

新
潟
、
香
川
の
各
代
表
が
出
席
し
て
、
栗
本
東

仏
会
長
を
座
長
に
熱
の
入
っ
た
討
議
が
な
さ
れ

た
。　
そ
の
主
な
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
第
一
に
、

地
方
仏
教
会
の
結
成
と
宗
派
教
団
と
の
協
力
関

係
に
つ
い
て
。
第
二
に
、
こ
の
情
報
化
時
代
に

即
し
て
仏
教
界
の
広
報
活
動
の
強
化
が
強
調
さ

れ
た
。
一
例
と
し
て
機
関
紙
「
全
仏
」
の
内
容

充
実
と
末
端
組
織
ま
で
の
浸
透
が
要
望
さ
れ

た
。
第
三
に
、
未
加
盟
県
仏
の
結
成
な
ら
び
に

加
入
。
全
国
地
域
割
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

開
催
徹
底
が
さ
け
ば
れ
た
。
第
四
に
、
僧
俗
一

体
の
全
一
仏
教
運
動
推
進
の
た
め
、
檀
信
徒
会

議
の
結
成
の
必
要
性
が
あ
げ
ら
れ
た
。
第
五
に

仏
教
的
運
動
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
生
命
尊

重
の
問
題
、
交
通
問
題
等
は
一
宗
派
の
問
題
で

は
な
く
、
仏
教
界
全
体
の
共
通
課
題
と
し
て
全

国
の
仏
教
会
に
お
い
て
同
時
に
懇
懇
向
を
も
っ

て
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
六
に
、
各

県
仏
教
会
に
お
い
て
も
、
住
職
主
管
者
の
共
済

制
度
を
も
っ
と
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
等
の
問

題
が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
、
熱
心
に
話
し
合
わ
れ

総
会
に
報
告
了
承
さ
れ
た
。

「
ア
ジ
ア
の
開
発
と
平
和
の
確
立
に
つ
い
て
」

部
会
長

副
部
会
長

問
題
提
起
老

議
事
運
営

同
委
員

金
岡
秀
友

田
中
定
器

金
岡
秀
友

主
査
伊
東
堅
田

鎌
田
良
昭
、
門
屋
大
寿

一
号
議
案
「
ア
ジ
ア
仏
教
圏
へ
日
本
仏
教
使
節

団
を
派
遣
し
よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
孝
道
教
団

　
　
理
由
説
明
者
　
椎
谷
　
健

　
仏
教
徒
と
し
て
で
き
る
具
体
的
な
実
践
運
動

　
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
仏
教
国
（
政
治
体
制
を

　
問
わ
ず
）
へ
使
節
団
（
親
善
）
を
派
遣
し
、

　
各
国
の
実
情
を
視
察
し
、
親
善
交
流
を
深
め

　
協
力
体
制
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う

　
提
案
趣
旨
で
本
件
を
了
承
。

二
号
議
案
「
釈
尊
成
道
の
聖
地
に
日
本
寺
を
兜

成
し
、
ア
ジ
ア
仏
教
徒
と
の
交
流
を
密
に
す
る

と
と
も
に
協
力
し
て
人
類
の
繁
栄
と
平
和
に
貢

献
し
よ
う
」
・

　
　
提
案
団
体
　
　
国
際
仏
教
興
隆
協
会

　
　
理
由
説
明
者
　
巌
谷
勝
雄

　
も
っ
と
も
具
体
的
な
問
題
の
継
続
的
提
案
で

　
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。
さ
ら
に
実
質
化
の
た

　
め
に
継
続
し
て
援
助
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

　
た
。

三
号
議
案
「
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
を
支
援
し
、
交

流
を
深
め
よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
近
代
仏
教
硬
究
会

　
　
理
由
説
朋
者
松
井
勝
重
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和
平
協
定
が
成
立
し
た
と
は
い
え
、
平
和
、

自
由
、
統
一
へ
の
道
は
ま
だ
ま
だ
険
し
い
。

ベ
ト
ナ
ム
に
於
て
自
由
と
平
和
を
希
求
し
て

い
る
仏
教
徒
を
広
く
支
授
す
る
活
動
を
強
化

し
、
交
流
を
深
め
よ
う
と
の
提
案
。
そ
の
中

で
南
ベ
ト
ナ
ム
の
「
虎
の
オ
リ
」
に
収
容
さ

れ
て
い
る
僧
侶
を
含
め
た
政
治
犯
の
即
時
釈

放
の
よ
び
か
け
を
し
ょ
う
と
い
う
提
言
が
な

さ
た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
の
違
い
に
よ
り

確
認
の
す
べ
が
な
い
等
の
意
見
も
出
て
採
択

　
の
段
階
に
於
て
、
こ
の
政
治
的
問
題
は
理
由

　
と
し
て
添
付
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

　
の
資
料
が
日
本
山
に
あ
る
こ
と
を
了
承
し
た

上
で
、
議
案
に
提
示
さ
れ
た
範
囲
内
に
お
い

　
て
承
認
さ
れ
た
。

四
号
議
案
「
ア
ジ
ア
の
開
発
と
平
和
の
確
立
の

サ
磁
墨
，
婆

第

部
　
会

誌
躯
、
騰

．
噛
藤
灘

た
め
、
圓
本
で
ア
ジ
ア
仏
教
徒
会
議
を
開
催
し

よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
真
言
宗
豊
山
派

　
　
理
由
説
明
老
　
浅
井
堅
塁

　
開
発
平
和
に
は
政
治
経
済
的
な
対
立
が
含
ま

　
れ
、
政
治
体
制
の
異
っ
た
国
と
の
接
触
交
流

　
に
は
様
々
な
困
難
が
あ
る
の
で
（
モ
ン
ゴ
ル

　
の
ア
ジ
ア
仏
教
徒
平
和
推
進
委
員
会
と
の
交

　
流
も
提
案
さ
れ
た
）
今
後
、
全
軍
に
お
い
て

　
提
案
団
体
と
も
話
し
合
い
、
こ
れ
が
具
現
化

　
の
た
め
に
準
備
調
査
等
十
分
な
る
検
討
を
し

　
て
も
ら
う
こ
と
を
含
み
に
了
承
さ
れ
た
。

追
加
五
号
議
案
「
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
日
本
人
処

刑
者
墓
地
を
日
本
人
の
手
で
整
備
し
よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
　
青
森
県
仏
教
会

　
　
理
由
説
明
者
　
　
船
水
徳
明

　
日
本
人
戦
犯
八
＋
六
柱
の
墓
地
が
荒
廃
し
て

　
い
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ

　
ン
の
対
日
感
情
も
考
え
、
安
易
な
戦
争
の
回

　
想
や
慰
霊
に
終
る
こ
と
な
い
よ
う
、
戦
犯
と

　
い
う
こ
と
に
対
し
て
の
仏
教
徒
あ
る
い
は
日

　
本
人
と
し
て
の
反
省
を
重
ね
た
上
で
、
仏
教

　
徒
と
し
て
こ
れ
を
慰
霊
す
る
こ
と
の
必
要
を

　
了
承
し
た
。

「
環
境
保
全
と
福
祉
社
会
の
建
設
に
つ
い
て
」

部
会
長

副
部
会
難

問
題
提
起
者

議
事
運
営

同
委
員

真
渓
義
貫

藤
沢
由
徳
、
小
峰
離
離

真
渓
義
貫

主
査
椎
谷
健

花
山
勝
友
、
石
上
慈
敬

口
号
議
案
「
社
会
福
祉
と
仏
教
的
対
策
」

　
　
提
案
団
体
　
　
和
宗
四
天
王
寺

　
　
理
由
説
明
者
　
塚
原
徳
応

従
来
の
唯
物
主
義
を
中
心
と
す
る
世
界
観
を

　
生
命
尊
重
主
義
に
転
換
し
て
、
仏
教
的
価
値

　
観
を
確
立
し
、
そ
の
全
仏
教
的
基
本
に
立
つ

　
て
啓
蒙
宣
伝
を
中
心
と
し
て
一
大
宗
教
運
動

　
（
生
命
の
尊
重
、
本
有
仏
性
）
を
展
開
し
よ

　
う
と
い
う
提
案
趣
旨
で
、
了
承
さ
れ
た
。

二
号
議
案
「
環
境
保
全
の
た
め
に
緑
化
運
動
を

推
進
し
よ
う
」

　
提
案
団
体
　
　
聖
観
音
宗
浅
草
寺

　
理
由
説
明
者
塩
入
亮
達

理
想
よ
り
も
仏
教
徒
と
し
て
具
体
的
に
し
て

第
　
二
　
部
　
会

実
践
で
き
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
寺
院
に
於

　
て
樹
草
木
の
保
護
、
植
樹
等
を
積
極
的
に
推

　
進
し
ょ
う
と
の
提
案
で
あ
り
了
承
さ
れ
た
。

三
号
議
案
「
ま
ず
、
各
自
、
各
寺
に
『
や
す
ら

ぎ
の
場
』
『
や
す
ら
ぎ
の
時
』
を
設
け
よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
浄
土
宗

　
　
理
由
説
明
者
　
中
村
康
隆

　
人
間
の
豊
か
な
生
活
を
作
り
出
す
べ
き
企
業

　
等
が
人
間
の
生
活
環
境
を
破
壊
し
、
同
時
に

　
精
神
的
不
安
と
い
ら
だ
ち
を
作
り
出
し
て
い

　
る
。
こ
の
時
に
家
庭
で
は
仏
壇
を
中
心
と
し

　
た
あ
た
た
か
な
家
庭
を
、
寺
院
に
あ
っ
て
は

　
地
域
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

人
間
性
の
回
復
へ
働
き
か
け
よ
う
と
い
う
の

　
が
そ
の
趣
旨
で
、
了
承
さ
れ
た
。

㎜
回
田
離
隔
…

「
こ
れ
か
ら
の
布
教
伝
道
に
つ
い
て
」

一4

部
会
長

副
部
会
長

問
題
提
起
者

議
事
運
営

同
委
員

丸
山
日
雄

村
野
宣
忠
、
若
林
隆
光

長
谷
川
正
徳

主
査
　
新
川
日
見

西
村
輝
成

一
号
議
案
「
教
学
と
教
団
の
関
係
を
通
し
て
き

び
し
く
自
己
批
判
し
よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
日
蓮
宗

　
　
理
由
説
明
者
　
長
谷
川
正
徳

　
教
学
（
宗
義
学
）
の
封
鎖
性
と
教
団
の
現
実

　
遊
離
を
指
摘
し
、
教
学
は
信
仰
に
も
と
ず
い

　
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
原
点
に

　
還
帰
し
て
、
そ
の
新
し
い
教
学
か
ら
導
き
出

一
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さ
れ
た
新
し
い
布
教
体
系
を
作
り
上
げ
る
べ

く
、
教
団
も
教
師
も
自
己
批
判
し
た
上
で
、

　
新
し
い
教
化
伝
道
策
と
取
組
ま
ね
ば
な
ら
な

　
い
と
い
う
提
案
説
明
が
あ
っ
て
、
了
承
さ
れ

　
た
。
二
号
議
案
「
寺
檀
の
本
来
的
あ
り
方
を
樹
立
し

よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
真
言
宗
智
山
派

　
　
理
由
説
明
者
岡
田
昌
道

　
葬
式
法
要
の
結
び
つ
き
の
現
状
か
ら
脱
皮
し

　
て
、
少
く
と
も
結
婚
式
の
よ
う
な
人
生
の
通

　
過
儀
式
の
形
の
上
で
の
仏
教
的
な
形
を
整
え

　
離
檀
の
本
来
的
結
び
つ
き
を
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。
そ
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
檀

　
徒
総
代
の
全
国
的
組
織
を
確
立
し
て
能
動
的

　
に
こ
の
通
過
儀
式
に
参
加
さ
せ
る
べ
き
で
あ

　
る
と
い
う
提
案
で
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。

三
号
議
案
「
全
一
仏
教
的
な
布
教
活
動
を
推
進

し
よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
天
台
宗

　
　
理
由
説
朋
者
　
浜
名
徳
有

　
一
宗
一
派
の
愛
宗
護
法
の
布
教
活
動
か
ら
早

　
く
脱
皮
し
て
、
宗
派
を
越
え
た
運
命
共
同
体

　
と
し
て
、
大
衆
に
対
し
心
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

　
と
し
て
同
一
歩
調
で
現
代
社
会
と
一
体
の
新

　
し
い
実
践
布
教
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
趣
旨

　
で
、
そ
の
た
め
に
現
代
布
教
連
絡
協
議
会
（
仮

　
称
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
、
了
承

　
さ
れ
た
。

四
号
議
案
「
僧
衆
唱
曲
の
同
行
布
教
を
展
開
し

よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
高
野
山
真
言
宗

　
　
理
由
説
明
者
　
新
居
祐
政

心
を
生
産
す
る
場
は
寺
院
で
あ
り
、
そ
の
生

産
者
は
住
職
教
師
で
あ
る
と
の
自
覚
と
啓
蒙

　
の
喚
起
。
出
家
主
義
偏
重
の
教
団
組
織
を
改

　
善
し
て
檀
信
徒
の
組
織
強
化
。
理
論
の
み
の

　
先
行
し
た
従
来
の
布
教
力
法
を
反
省
し
、
僧

　
衆
一
体
と
な
っ
て
行
な
う
同
行
布
教
の
実
践

　
の
三
点
を
要
旨
に
、
具
体
的
に
は
詠
歌
、
参

　
拝
団
の
組
織
な
ど
、
僧
侶
と
檀
信
徒
が
同
一

　
行
動
を
と
り
な
が
ら
僧
侶
自
身
の
身
を
も
つ

　
て
布
教
を
展
開
し
よ
う
と
の
提
案
で
了
承
さ

　
れ
た
。

五
号
議
案
「
仏
教
的
社
会
教
育
運
動
を
展
開
し

よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
福
岡
県
仏
教
連
合
会

　
　
理
由
説
明
者
　
花
田
英
忠

　
具
体
的
に
は
、
音
楽
教
室
、
子
供
会
、
学
習

第
　
三
　
部
　
会

議

　
塾
等
々
地
域
社
会
教
育
に
仏
教
的
な
方
法
を

販
り
入
れ
て
青
少
年
教
育
に
当
る
べ
き
で
あ

　
る
と
い
う
提
案
で
、
現
に
実
践
さ
れ
て
い
る

事
例
を
あ
げ
て
説
明
が
な
さ
れ
、
了
承
さ
れ

　
た
。

六
号
議
案
「
布
教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組

織
し
よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
　
理
由
説
明
者
竹
中
玄
鼎

　
布
教
を
充
実
推
進
す
る
た
め
に
、
檀
信
徒
の

　
中
か
ら
專
門
知
識
を
も
っ
た
有
力
な
人
々
を

　
幅
広
く
参
加
さ
せ
た
布
教
プ
ロ
ジ
ニ
ク
ト
チ

　
ー
ム
を
、
各
寺
々
に
作
り
、
対
社
会
的
機
能

　
的
な
布
教
方
法
を
販
り
上
げ
よ
う
と
の
提
案

　
で
、
全
仏
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
作

　
り
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
ほ
し
い
と

　
の
要
望
事
項
を
付
帯
し
て
了
承
さ
れ
た
。

「
時
局
対
策
に
つ
い
て
」

　
　
部
会
長
　
　
　
神
野
真
一

　
　
副
部
会
長
　
　
石
谷
智
範
、
花
木
義
光

　
　
問
題
提
起
者
　
鍵
和
田
唯
賢
、
郡
司
博
道

　
　
　
　
　
　
　
　
古
屋
道
雄

　
　
議
事
運
営
　
　
主
査
　
郡
司
博
道

　
　
同
委
員
　
　
　
岩
本
英
樹
、
島
田
喜
久
子

コ
号
議
案
「
仏
教
徒
ア
ピ
ー
ル
委
員
会
（
仮
称
）

を
設
置
し
よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
東
京
都
仏
教
連
合
会

　
　
理
由
説
明
者
　
郡
司
博
道

　
過
去
に
、
仏
教
界
の
不
利
益
に
な
る
よ
う
な

　
法
改
正
や
、
仏
教
的
立
場
を
否
認
す
る
よ
う

第
　
四
　
部
　
会

熱
燃

灘

な
事
象
や
報
道
が
な
さ
れ
て
も
、
全
額
と
し

　
て
対
社
会
的
意
見
の
発
表
が
な
さ
れ
な
い
。

そ
こ
で
単
位
法
人
の
権
益
擁
護
の
た
め
主
張

す
る
機
関
を
設
置
し
よ
う
と
の
提
案
。

時
を
同
じ
く
し
て
全
仏
に
機
関
決
定
に
よ
り

ア
ピ
ー
ル
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
の
で
、
形

而
上
的
な
事
点
で
の
ア
ピ
ー
ル
だ
け
で
な
く

本
案
の
権
益
擁
護
の
問
題
も
そ
の
委
員
会
で

と
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
付
帯
し
て

了
承
さ
れ
た
。

二
号
議
案
「
現
下
の
幼
児
教
育
問
題
に
つ
い
て
」

　
　
提
案
団
体
　
　
真
宗
大
谷
派

　
　
理
由
説
明
者
　
五
島
宗
宣

　
幼
児
教
育
そ
の
も
の
の
問
題
で
は
な
く
、
幼

児
教
育
施
設
の
運
営
問
題
に
つ
い
て
の
提
案

　
で
、
学
校
法
人
立
で
な
い
私
立
幼
稚
園
に
も

一5｝
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公
の
助
成
お
よ
び
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

法
改
正
の
実
現
を
期
そ
う
と
い
う
趣
旨
に
お

い
て
了
承
さ
れ
た
。

禰
隅
灘
隊
㎜

「
会
厭
仏
教
運
動
の
推
進
に
つ
い
て
」

部
会
長

副
部
会
難

問
題
提
起
者

議
事
運
営

同
委
員

板
橋
宥
成

須
賀
留
鳥
、
岩
崎
宗
秀

中
村
啓
識

主
査
　
八
口
暉
子

井
上
日
宏

一
号
議
案
「
仏
教
青
年
の
結
集
を
計
ろ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
全
日
本
仏
教
青
年
会

　
　
理
由
説
明
者
　
増
田
貞
円

　
以
前
に
も
提
出
さ
れ
た
が
、
予
算
を
伴
う
関

　
係
か
ら
晶
々
実
現
さ
れ
ず
、
再
提
案
さ
れ
た

　
も
の
で
、
各
宗
派
の
青
年
会
と
都
道
府
県
仏

　
に
お
け
る
青
年
会
が
共
に
一
つ
に
な
っ
て
、

　
全
一
仏
教
運
動
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う

　
趣
旨
で
、
了
承
さ
れ
た
。

二
号
議
案
「
各
都
道
府
立
仏
教
会
の
檀
信
徒
会

幹
部
研
修
会
を
開
催
し
よ
う
」

　
　
提
案
団
体
　
　
岐
阜
県
仏
教
会

　
　
理
由
説
明
者
　
若
染
一
雄

　
提
案
団
体
で
は
す
で
に
県
内
の
研
修
会
を
開

　
催
し
て
研
究
を
重
ね
て
お
り
、
そ
こ
で
檀
信

徒
会
を
組
織
し
て
い
る
都
道
府
県
仏
の
合
同

　
の
幹
部
研
修
会
を
全
仏
で
計
画
し
て
ほ
し
い

　
と
の
趣
旨
で
、
さ
ら
に
檀
信
徒
会
を
ま
だ
組

織
し
て
い
な
い
県
仏
で
も
、
そ
う
い
う
準
備

　
の
た
め
の
研
修
会
を
開
く
よ
う
要
請
さ
れ
た

　
も
の
で
、
了
承
さ
れ
た
。

追
加
三
号
議
案
「
仏
教
婦
人
連
盟
の
使
命
」

　
　
提
案
団
体
　
　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

　
　
理
由
説
明
者
　
山
本
ス
ギ

　
議
案
と
い
う
よ
り
も
、
従
来
、
家
庭
人
と
し

　
て
社
会
人
と
し
て
教
化
活
動
、
社
会
事
業
に

　
全
一
仏
教
運
動
を
展
開
し
て
き
た
婦
人
連
盟

　
の
方
々
が
さ
ら
に
一
層
、
こ
の
結
成
二
十
年

　
の
大
会
を
期
し
て
、
心
を
新
た
に
こ
れ
を
推

　
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
を
披
算
し
て
協

　
賛
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
部
会
1
な
お
、
以
上
の
写
真

の
う
ち
の
一
部
は
孝
道
教
団
に
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
大
会
の
宣
言
、
決
議
文
、
表
彰
者

お
よ
び
物
故
者
の
芳
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

出血

言

　
科
学
技
術
は
目
ざ
ま
し
い
発
達
を
遂
げ
た
が

人
類
の
将
来
は
必
ず
し
も
明
る
い
も
の
で
は
な

い
。
す
な
わ
ち
地
球
資
源
の
枯
渇
、
公
害
に
よ

る
汚
染
、
人
口
の
急
激
な
増
加
に
伴
う
食
糧
不

足
は
深
刻
な
様
相
を
呈
し
、
人
類
滅
亡
の
危
機

が
叫
ば
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
あ
ら
ゆ
る
英
知
を
集
め
、
．

人
類
め
危
機
救
済
に
役
立
つ
よ
う
仏
教
の
真
髄

を
現
代
に
生
か
す
べ
く
具
体
的
な
諸
方
策
を
確

立
し
、
菩
薩
道
の
実
践
に
遭
進
ず
る
こ
と
を
誓

う
も
の
で
あ
る
。

　
右
、
宣
言
す
る
。

昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
七
日

　
　
第
二
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
全
仏
結
成
二
十
年
記
念
池
上
本
門
寺
大
会

決

議

一、

墲
黷
轤
ﾍ
、
ア
ジ
ア
の
開
発
と
平
和
の
確

立
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
ゆ

二
、
わ
れ
ら
は
、
環
境
の
保
全
と
福
祉
社
会
の

建
設
に
寄
与
し
、
一
般
社
会
の
仏
教
に
対
す

る
認
識
を
た
だ
し
、
政
治
・
経
済
・
教
育
・

　
文
化
の
諸
方
面
に
わ
た
っ
て
仏
教
精
神
が
侵

　
透
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

三
、
わ
れ
ら
は
、
従
来
の
教
団
や
寺
院
の
あ
り

方
を
反
省
し
、
新
し
い
布
教
伝
道
の
方
法
を

　
工
夫
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
て
信

仰
を
深
め
る
と
と
も
に
、
つ
ね
に
「
仏
教
と

　
は
何
か
」
と
い
う
原
点
に
立
っ
て
全
一
仏
教

　
運
動
を
強
力
に
推
進
す
る
。

　
．
右
、
決
議
す
る
。

昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
七
日

　
　
第
二
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
二
仏
結
成
二
十
年
記
念
池
上
本
門
寺
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

表
彰
者
御
芳
名

（
敬
称
略
）

（
創
立
時
に
お
け
る
功
労
者
）
藤
本
潮
温
・
白

山
亮
一
・
友
松
円
諦
・
真
渓
義
貫
・
常
光
浩
然

（
副
会
長
関
係
）
宮
本
正
尊
・
羽
渓
了
諦
・
山

田
霊
林
（
理
事
関
係
）
太
田
淳
昭
・
小
野
清
一
郎
・
栗

本
俊
道
・
中
山
理
々
・
長
岡
慶
信
．
山
本
ス
ギ

岡
野
正
道
・
訓
覇
信
雄
・
上
野
頼
栄
・
松
本
徳

明
・
片
山
日
幹
・
杉
谷
義
周
・
鵜
飼
隆
玄
・
山

田
義
道
・
清
水
谷
孝
尚
・
竹
村
教
智
・
三
原
信

」
・
平
林
宥
高
・
小
林
大
巌
・
高
辻
恵
雄
・
末

広
連
邦
・
野
村
宗
春
・
宮
前
鳳
洲
・
宮
崎
文
輝

塚
原
徳
応
・
蓑
輪
英
章
・
嶺
藤
亮
・
草
津
宜
浩

下
川
弘
義
・
豊
原
大
尽
・
村
上
道
隆
・
後
藤
憲

巌
・
佐
藤
覚
雄
・
森
本
三
鎧
・
山
中
浩
文
・
竹

内
良
恵
・
吉
田
秀
映
。
華
山
恵
光
・
立
部
瑞
祐

釈
秀
伝
・
味
岡
良
酒
・
田
中
隆
恵
・
築
山
定
誉

江
西
寛
掌
・
神
村
拙
底
．
中
山
通
巌

幽（

萩
ﾕ
・
団
体
関
係
）

朽
木
正
己
・
高
橋
聖
天
・
半
田
孝
海
・
川
田
聖

見
・
二
十
二
鉄
損
・
蒲
池
繁
・
松
村
寿
顕
・
間

野
敬
重
・
奥
博
良
・
村
瀬
良
彦
・
熊
野
竜
夫
・

大
石
好
文
・
田
中
亮
三
・
高
峰
秀
海
・
松
田
照

応
・
貝
山
宣
泰
．
鱒
淵
正
浩
．
春
山
定
・
松
尾

正
真
b
松
浦
亮
．
一
℃
加
納
宗
准
・
松
平
智
禅
・

桜
井
三
章
・
津
山
玄
道
・
都
守
泰
一
・
信
ケ
原

一
6

一

魑　　塾圏ヤー．
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良
文
・
石
川
隆
惇

（
専
門
委
員
関
係
）

北
之
内
真
竜
・
鈴
木
敏
範
・
岡
野
貴
美
子
・
白
．

川
良
純
・
椎
谷
健
・
塩
入
亮
達
・
船
口
暉
子
・

新
美
孝
道
・
摩
尼
清
之
・
伊
藤
道
機
・
神
野
真
．

一
・
久
保
埜
太
清
・
能
登
腰
当
・
古
屋
道
雄
・

壬
生
照
順
・
金
岡
秀
友
・
西
義
雄
・
山
本
芳
遵

板
橋
宥
成
・
島
田
喜
久
子
・
阿
部
竜
文
・
美
濃

部
薫
一
・
石
上
慈
敬
・
中
根
専
正
・
西
村
輝
成

新
川
日
見
・
村
野
宣
忠
・
雲
藤
義
道
・
五
島
行

宣
・
藤
井
真
水
・
伊
藤
完
夫
・
紀
野
一
義
・
早

島
鏡
正
・
田
中
香
浦
・
新
谷
寛
応
・
小
熊
寛
澄

三
輪
美
津
子
・
内
山
憲
尚
・
長
田
恒
雄
・
石
橋

益
恵
・
近
藤
英
雄
・
寺
田
康
順
・
望
月
亮
欽
．

細
川
量
雄
・
岩
本
昭
典

（
局
長
関
係
）

石
川
存
静
・
伊
藤
勝
淳
・
黒
田
白
純
・
稲
田
三

界
・
日
野
照
護
・
熊
谷
雄
幸
・
麻
布
照
海
・
桜
．

井
大
乗
・
新
間
信
雄

　
（
全
仏
職
員
関
係
）

柳
了
堅
・
別
所
弘
因
・
伊
東
堅
純
・
阿
部
顕
瑞

鎌
田
良
昭
・
林
恵
智
子

物
故
者
御
芳
名

（
敬
称
略
）

柘
植
慈
想
・
安
藤
臣
純
・
村
山
正
栄
・
武
村
秀

法
・
西
沢
浩
仙
・
伊
藤
述
史
・
重
永
潜
・
中
原

道
昭
・
千
々
和
宝
天
・
木
全
大
孝
・
宮
谷
法
含

安
田
力
・
竹
浪
正
義
・
仲
井
義
照
・
小
松
三
白

出
置
清
・
佐
々
木
泰
翁
・
荒
木
昭
定
・
宮
崎
乗

雄
・
本
多
鉄
麿
・
草
葉
隆
円
・
田
丸
道
忍
・
山

田
日
真
・
清
田
寂
坦
・
安
藤
覚
・
岩
野
真
雄
・

高
階
玉
書
・
朝
倉
暁
瑞
・
古
川
大
航
・
阿
部
竜

伝
・
北
畠
教
真
・
増
田
日
偏
・
革
繋
全
弘
・
正

力
松
太
郎
・
篁
整
磁
宜
・
小
野
塚
潤
澄
・
中
村

貞
元
・
来
馬
道
断
・
渡
辺
真
海
・
木
下
寂
元
・

長
井
真
琴
・
金
剛
秀
一
・
大
谷
翌
翌
・
安
藤
寿
・

雄
・
即
真
塗
湛
・
椎
尾
弁
匡
。
小
笠
原
義
雄
．

松
村
謙
三
・
中
井
竜
瑞
・
藤
井
日
静
・
倉
持
秀

峰
・
里
見
達
雄
・
星
谷
慶
縁
・
狩
野
獲
麟
・
石

橋
湛
山
・
大
谷
豊
潤
・
福
井
清
俊

一
≡
一
≡
≡
≡
＝
一
＝
一
茎
≡
≡
一
■
≡
≡
＝
一
一
≡
一
≡
≡
≡
…
一
韓
一
≡
≡
一
≡
≡
＝
一
ヨ
≡
≡
≡
一
≡
一
一
一
一
≡
≡
≡
一
一
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
＝

時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め

仏
教
徒
ア
ピ
ー
ル
委
員
会
設
置

　
か
ね
て
か
ら
全
仏
機
構
改
正
委
員
会
の
答
串
・

に
も
と
づ
き
、
全
猫
型
に
ア
ピ
ー
ル
委
員
会
を

設
け
る
た
め
準
備
中
で
あ
っ
た
が
、
第
二
十
一

回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
を
契
機
と
し
て
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
、
さ
る
五
月
二
十
一
日
の
理
事

会
に
お
い
て
正
式
決
定
し
、
委
員
お
よ
び
幹
事

は
理
事
長
一
任
と
な
り
、
ま
ず
幹
事
を
人
選

し
、
真
渓
義
貫
、
白
川
良
純
、
郡
司
博
道
、
花

山
勝
友
、
佐
伯
真
光
、
摩
尼
清
之
、
金
岡
秀
友

の
七
氏
を
幹
事
に
委
嘱
し
、
さ
る
六
月
二
十
日
・

第
一
回
幹
事
会
を
開
き
、
規
約
案
、
委
員
候
補

の
人
選
、
幹
事
長
の
互
選
等
を
協
議
し
、
幹
事

長
に
真
渓
義
貫
師
が
互
選
さ
れ
、
事
務
の
担
当
．

は
国
際
文
化
局
で
扱
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　
規
約
お
よ
び
委
員
候
補
は
つ
ぎ
の
通
り
で
目

下
交
渉
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

仏
教
徒
ア
ピ
ー
ル
委
員
会
規
約

第
一
条
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
に
、
仏
教

　
徒
ア
ピ
ー
ル
委
員
会
（
以
下
こ
の
会
と
い
う
）

　
を
置
く
。

第
二
条
　
こ
の
会
は
、
社
会
に
生
起
す
る
重
要

　
な
諸
問
題
に
つ
い
て
、
仏
教
徒
の
見
解
を
公

　
表
じ
、
正
し
い
世
論
の
育
成
に
資
す
る
と
と

　
も
に
、
そ
の
適
正
な
解
決
に
努
め
る
こ
と
を

　
目
的
と
す
る
。

第
三
条
　
こ
の
会
は
、
全
日
本
仏
教
会
が
推
挙

　
す
苔
九
名
以
内
の
委
員
で
構
成
し
、
委
員
の

　
互
選
で
代
表
委
員
を
定
め
る
。

第
四
条
　
こ
の
会
は
、
代
表
委
員
が
随
時
招
集

　
す
る
。

第
五
条
　
こ
の
会
に
、
事
務
を
掌
り
、
情
報
を

　
蒐
集
す
る
た
め
事
務
局
を
置
く
。

2
　
事
務
局
に
幹
事
若
干
名
を
置
き
、
う
ち
一

　
名
を
互
選
に
よ
り
幹
事
長
と
す
る
。

第
六
条
　
こ
の
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
別
に
こ

　
れ
を
定
め
る
。

附
尉
第
七
条
　
こ
の
規
約
は
昭
和
四
十
八
年
六
月
二

　
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

ア
ピ
τ
ル
委
員

　
佐
藤
泰
舜
　
梶
浦
当
外
金
子
日
威

　
小
野
清
一
郎
　
竹
村
吉
右
衛
門
　
細
川
隆
元

　
今
学
齢
海
（
交
渉
中
）

暑
中
お
見
舞

曹
洞
宗
宗
務
庁

管
長
佐
藤
姦
濫

宗
務
総
長
山
田
義
営

参
　
下
田
　
辺
　
哲
馳

参
　
議
宮
前
鳳
洲

総
務
部
長
田
三
者
量

器
化
部
長
小
形
大
回

財
政
部
長
伊
藤
治
雄

社
会
部
長
島
田
久
成

教
学
部
長
糸
柳
三
道

広
報
室
長
永
井
孝
道

秘
書
室
長
大
竹
明
彦

東
京
都
港
区
西
麻
布
二
一
二
一
－
三
四

　
　
　
　
　
　
　
永
平
寺
別
院
内

　
電
話
〇
三
（
四
〇
六
）
一
六
五
一

一7一
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嘘
戸
努
粘

’
ト
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益
だ

鑑
騨
蝋
騰
妊
鍵 【

「

曝
齢 孫

瀞
薬

議
購
論
勲
蒙

日
蓮
宗
宗
務
院
管
　
長
金
子
勢
威
宗
務
総
長
渡
部
公
允
　
総
務
部
長
　
三
　
井
　
宣
　
雄
　
庶
務
部
長
　
山
　
口
　
寿
雄
　
教
務
部
長
　
丸
　
山
　
日
　
雄
　
新
聞
部
長
長
谷
川
　
正
徳
　
護
法
伝
道
部
長
藤
　
　
山
　
繭
央
　
雄
　
財
務
部
長
松
井
義
海
　
〒
鴎
東
京
都
大
田
区
池
上
一
一
三
二
一
一
五
　
電
話
（
七
五
一
）
七
一
八
一
～
三

Y
ジ
2
』
や
や
　
伽

7
賠
い
，
践
騒

ミ
・
㌃
、
㌶
歴
思
鞭
案

あ
　
く

　
　
、
戸
鰻
漸
藁

㍗
．
筑
正
子
　
　
　
源
　
　
　
あ
？
　
　
駅
」

て
‘
芯
．
躯
泌

8［
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仏
可
謡
・

3

殿
，盤
霧
灘

，
）
、
イ
塾
浄

酷
騨
天
舞
欝
玄
祐

郭
レ
侭

一
得
　
　
　
教
学
部
長
　
梅
山
　
円
　
了
　
　
　
社
会
部
長
　
幹
　
　
覚
盛
　
　
　
庶
務
部
長
　
　
守
　
山
　
俊
　
朝
　
や
　
　
　
財
務
部
長
　
上
野
智
信
　
　
　
総
務
室
長
　
上
野
智
信

〒
娚
磐
田
市
城
灘
崎
福
王
寺
内
静
岡
県
仏
教
会
　
　
電
話
磐
田
ニ
ー
五
二
二
八
　
会
　
長
　
田
　
中
亮
　
三
　
副
会
長
　
佐
久
間
真
忍
　
同
　
　
海
野
泰
邦

〒
蹴
浦
和
市
高
砂
四
丁
目
一
三
一
一
八
財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
　
会
　
長
　
石
川
隆
惇
　
副
会
長
　
大
島
聴
道
　
同
　
　
石
塚
大
喜
　
電
話
（
〇
四
八
八
）
六
一
一
二
＝
二
八

京
都
府
仏
教
会
　
会
　
長
　
梶
浦
逸
外
　
副
会
長
　
澤
崎
梁
寿
　
同
　
　
渋
谷
有
教
　
同
　
　
横
井
鶴
洲

艘
寄
馨
碩
軽
癬
鎌
難
蜜
き
が
、
翼
下
購
撫
彗
婁
顯
藍
鱗
研
；
　
　
　
　
．
．

新
潟
県
仏
教
会
　
会
　
長
　
土
田
真
也
　
副
会
長
　
井
上
憲
司
　
同
　
　
　
豊
田
良
瑳
　
同
　
　
　
西
塔
二
二
　
事
務
局
長
　
倉
茂
良
海
　
幹
　
事
　
広
川
芳
雄
　
同
　
　
　
富
沢
慶
丸
　
同
　
　
　
小
島
不
　
二

栃
木
県
仏
教
会
　
会
　
長
　
黒
田
白
丁
　
理
事
長
　
鱒
淵
正
浩
　
事
務
局
　
　
宇
都
宮
市
材
木
町
六
の
＋
一
　
　
観
専
寺
太
子
会
館
内

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
　
名
誉
会
長
　
佐
藤
泰
舜
　
会
　
長
　
賀
屋
興
宣
　
理
事
長
　
巌
谷
勝
雄
　
　
　
役
　
員
　
　
一
　
同
〒
塒
目
黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
－
五
三
　
祐
天
寺
内
　
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八
（
直
通
）

齢
．
㍗

外
構
子
壷
　
認
蝋

　
、
μ
誕
怨
ザ
．
藤
蓼
戴
瓢
頬

　
　
財
務
部
長
　
梶
　
田
泰
賢
朔
博
．
》
昂
，
挙
、
　
　
　
花
園
会
本
部
長
原
　
　
　
　
英
　
山
獄
羅
法
諺
渡
辺
琢
山

一9一
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仏
可
、
ツ
ぬ

物
瓢

　
り
げ

全
第
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　　　ヘバ　」、寸や寸ζ、．，

謙
謡
門
門
淋
㊨
．
靴

＾
饗
一
一
一
一
　
’
嚇
鱗
撹
　
添
償

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
貫
首
　
松
田
照
応

東
京
本
願
寺
　
〒
m
台
東
区
西
浅
草
一
－
五
一
五
　
　
電
話
八
四
＝
丁
九
五
コ
　
住
　
職
　
大
谷
光
紹
　
輪
　
番
　
伊
藤
哲
雄

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
　
会
　
長
　
大
谷
智
子
　
副
会
長
　
一
条
智
光
　
副
会
長
　
岡
野
貴
美
子
　
理
事
長
　
山
本
　
ス
　
ギ
　
事
務
局
長
　
船
　
口
　
暉
子
事
務
所
　
〒
螂
東
京
都
世
田
谷
区
　
　
　
桜
上
水
四
一
九
一
七
　
電
話
（
〇
三
）
三
〇
二
一
一
五
九
八

濫
．

籔
嚢
議
噛
翠
㌃
跡
“
類
｝
痛
∴
な
唐
蜜
．
ψ
諸
〉
蓼
ト
4
ノ
蔽
陰
繋

る
　
　
w
簾
懸
．
響
磐
　
　
聾
　
貫
首
岩
本
勝
俊
　
　
　
　
副
貫
首
　
乙
川
瑛
映
　
　
潔
　
　
　
　
西
堂
　
五
十
嵐
顕
道
　
　
懸
　
監
事
成
田
芳
髄
　
　
　
　
　
　
村
山
道
隆
　
　
　
　
侍
局
長
　
　
．
決
の
　
　
ア
め
、
4
　
　
漏
　
　
後
程
筒
井
覚
明
　
　
．
脅
　
　
言
出
　
　
　
　
副
監
院
　
江
　
口
　
雪
　
栄

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺
貫
首
　
高
橋
半
天
川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
－
四
八
電
話
〇
四
四
（
二
六
）
三
四
二
〇
（
代
）

二
郎
日
本
仏
教
讃
仰
会
　
理
事
長
　
中
山
理
　
々
神
田
事
務
所
〒
皿
東
京
都
千
代
田
区
神
田
ニ
ー
三
一
五
　
　
　
鎌
倉
ビ
　
ル
　
電
話
二
五
六
一
四
九
二

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
尼
僧
法
団
　
新
宿
区
大
京
町
三
十
一
慈
母
会
館
　
電
話
（
三
五
三
）
〇
四
二
四
　
総
　
裁
　
大
宮
智
栄
　
副
総
裁
　
　
花
山
院
　
慈
　
薫
　
〃
　
　
加
藤
真
成
　
理
事
長
　
北
川
蝋
教
全
　
副
理
事
長
　
沢
田
教
然
　
〃
　
　
梶
山
智
弘
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昭和48年7月1日全　　　仏
第3種郵便物認可

中
国
仏
教
協
会
へ
親
書
を
お
ぐ
る

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
中
国
仏
教
協
会
責
任
．

者
趙
撲
初
居
士
あ
て
の
親
書
を
六
月
二
十
三
日

訪
中
し
た
日
中
遺
骨
送
還
代
表
団
の
菅
原
恵
慶
，

師
に
親
書
を
託
し
た
。

　
菅
原
師
は
、
北
京
広
済
寺
に
あ
る
同
協
会
へ

表
敬
訪
問
の
際
に
趙
氏
に
手
渡
さ
れ
た
が
、
同

氏
は
非
常
に
喜
ば
れ
近
く
返
書
が
と
ど
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
親
書
の
内
容
は
つ
ぎ
の
通
り

　
粛
啓
　
貴
仏
教
協
会
益
々
御
隆
昌
の
御
事
と

慶
賀
至
極
に
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
日
中
遺
骨
送
還
代
表
団
の
貴
国
訪

問
に
際
し
、
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
る
機
会
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
も
っ
と
も
喜
び

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
貴
国
と
わ
が
国
と
の
間
に
、
昨
年
国
交
が
樹

立
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
私
共
仏
教
徒
に
と
っ

て
誠
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
貴
国
と
わ
が
国
と
の
仏
教
の
つ
な
が
り
は
、

一
千
有
余
年
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
と
し
て
一
時
期
に
お
い
て

は
、
誠
に
遺
憾
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
国
交

樹
立
を
契
機
と
し
て
、
今
後
人
事
の
交
流
を
は

か
る
な
ど
仏
教
を
通
じ
て
ま
す
ま
す
友
好
親
善

の
実
を
挙
げ
て
ま
い
り
た
い
と
念
願
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
特
に
、
こ
の
た
び
の
日
本
人
遺
骨
の
収
集
に

あ
た
り
、
貴
国
政
府
、
中
国
紅
十
字
会
を
は
じ

め
各
界
の
御
仁
授
に
対
し
、
深
甚
な
る
感
謝
の

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
仏
日
増
輝
の
も
と
、
貴
仏
教
協
会
な
．

ら
び
に
先
生
の
御
健
勝
を
念
じ
上
げ
御
挨
拶
と
「

い
た
し
ま
す
。

　
　
西
暦
一
九
七
三
年
六
月
二
十
日
，
’

　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
会
長

　
　
　
　
曹
洞
宗
管
長
　
佐
藤
　
泰
舜

　
中
国
仏
教
協
会

　
　
　
超
撲
初
先
生

纏
淵

，
「
9
♂
㌧
F
、
　
　
　
㌔
9
F

奪職響

中
国
死
段
者
追
悼
式

三
悪
灘

六
月
二
十
八
日
厚
生
省
で
し
め
や
か
に
行
な
わ
る

　
中
国
大
陸
に
お
い
て
終
戦
前
後
に
死
段
さ
れ

た
軍
人
、
軍
属
、
開
拓
団
、
一
般
邦
人
の
遺
骨

の
調
査
を
昭
和
三
十
五
年
に
来
日
さ
れ
た
中
国

紅
十
字
軽
爆
事
様
会
長
に
当
時
の
全
日
本
仏
教

会
会
長
故
高
階
瀧
仙
禅
師
よ
り
依
頼
さ
れ
、
そ

の
後
、
紅
十
字
会
の
手
に
よ
っ
て
調
査
し
判
明

さ
れ
た
遺
骨
が
中
国
紅
十
字
会
本
社
に
安
置
さ

れ
て
い
た
が
、
昨
年
九
月
国
交
正
常
化
に
伴
い

政
府
間
交
渉
に
よ
っ
て
帰
還
が
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
、
さ
る
六
月
二
十
三
日
日
中
遺
骨
送
還

代
表
団
（
団
長
山
口
敏
夫
厚
生
政
務
次
官
）
十

五
名
が
出
発
、
二
十
七
日
無
事
帰
国
さ
れ
た
。

　
な
お
同
遺
骨
の
政
府
追
悼
式
が
翌
二
十
八
日

午
後
二
時
三
十
分
よ
り
厚
生
省
講
堂
に
お
い
て

執
行
さ
れ
、
全
仏
会
長
代
理
と
し
て
柳
国
際
文

化
局
長
が
献
花
し
た
。
そ
の
あ
と
関
係
宗
派
、

団
体
へ
引
渡
さ
れ
た
。

　
宗
派
関
係
で
は
、
大
谷
派
、
曹
洞
宗
、
妙
心

寺
の
三
宗
派
で
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
派
の
代
表
と
し

て
大
谷
派
よ
り
豊
原
勝
友
師
、
曹
洞
宗
よ
り
伊

藤
治
雄
師
、
妙
心
寺
派
よ
り
来
山
泰
龍
師
お
よ

び
日
中
宗
円
の
菅
原
恵
慶
師
が
代
表
団
員
と
し

て
参
加
さ
れ
た
。

　
　
　
　
（
写
真
は
厚
生
省
で
の
追
悼
式
）

暑
中
御
用

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

総
本
山
智
積
院

〒
鵬
京
都
市
東
山
区
東
山
七
条

　
電
話
備
－
囲
－
五
三
六
一
代
表

罐
張
竹
村
教
智

轍
磁
嚴
別
所
弘
因

総
務
部
長
小
沢
事
書

教
学
部
長
岡
田
昌
道

法
務
部
長
岡
本
実
良

教
化
部
長
　
斎

隆
套

宗
務
出
張
所
長
小
宮
勝
憲
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法
要
団
員
募
集
中

－
・
既
報
の
通
り
、
イ
ン
ド
日
本
寺
の
落
慶
式
は

十
二
月
八
日
、
全
仏
が
主
催
し
て
佐
藤
会
長
狙

下
大
導
師
の
も
と
、
イ
ン
ド
国
ギ
リ
大
統
領
も

列
席
し
て
厳
修
さ
れ
る
。
現
在
多
少
の
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
参
加
下
さ
い
。

期
日
　
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
三
日
～
十
六
日

　
　
　
（
十
三
泊
十
四
日
）

経
費
金
三
十
二
万
円

募
集
人
員
　
四
十
名

締
切
日
八
月
末
日

申
込
先
　
全
日
本
仏
教
三
国
際
文
化
局
宛

韓
国
仏
教
図
書
館

仏
書
贈
呈
感
謝
録
（
五
）
　
敬
称
略

栃
木
県
仏
教
会

　
「
日
本
仏
教
史
論
」
等
一
五
七
冊

日
蓮
宗
々
務
院

　
「
国
訳
大
蔵
経
」
八
巻
等
一
三
二
冊

　
　
　
　
小
計
二
八
九
冊
累
計
一
〇
四
二
冊

卦
報

福
井
清
俊
師
（
全
仏
・
前
組
織
局
主
事
）

　
六
月
十
九
日
午
前
四
時
五
十
分
急
性
心
不
全

の
た
め
遷
化
。
三
十
五
歳
。
三
十
六
年
四
月
か

ら
四
十
五
年
ま
で
九
年
余
に
わ
た
っ
て
四
仏
事

務
局
に
奉
職
、
総
務
、
組
織
局
主
事
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
退
職
後
、
日
蓮
宗
々
立
谷
中
学
寮
（
浄

延
寺
，
内
）
初
代
寮
監
に
就
任
さ
れ
て
い
た
。
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事
務
総
局
録
事
（
六
月
）

一
日
局
内
会
議

六
日
　
世
界
連
邦
宗
教
者
大
会
（
伊
勢
）

　
　
　
出
席

八
日
局
内
会
議

十
一
日

十
三
日

十
四
日

〃

十
五
日十十十ロユ　　 　ノ　　

・日日
七

日局大
在
京
理
事
会
　
局
内
会
議

大
会
打
合
会

仏
教
徒
ア
ピ
ー
ル
委
員
会
幹
事

一日
宗
連
理
事
会
出
席

宣
言
決
議
文
起
草
委
員
会

大
会
打
合
会

　
局
内
会
議

　
　
　
全
仏
大
会
（
本
門
寺
）
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　　インド日本寺落慶式
全日本仏教会主催法要団日程

日数 月　日 時間 発着都市名 交通@関・
’摘　　　　要

12月 12：30’ 束　京　発 AI／303 インド航空でカルカッタ
1 3日㈲ 20’F15 カルカッタ着

へ

（カルカッタ泊）

ユ0：55 カルカッタ発 RA／203 ネパール航空でカトマン

2 4日ψゆ 13ご10 カトマンズ着
ズへ
?緕s内を小観光しでホ
テルへ（カトマンズ泊）

カトマンズ （ご希望の方はヒマラヤ遊覧飛

3 5日㈱ 滞　在
行へ）カトマンズとパタンのヒ

塔Yー、ラマ、仏教寺院など見

学　　（カトマンズ泊）

出発まで自由行動
12：00 カトマンズ発 IC／246 インド国内航空でパ・トナへ

4 6日㈹ 12：50 バ　ト　ナ着
バ　　　ス 着後バスでパタリプトラ

ﾕ、ナーランダ大学跡を
バ　ト　ナ発 見学して、ラジギールへ
ラジギール着 （ラジギ「ル泊〉

・早朝霊：鷲山々頂で暁天参

q
5 7日㈹ 竹林精舎、ビンビサラ王

H閉の跡など見学
ラジギール馨 バ　　　ス バスで成道の地ブダガヤ
，プダガや着 へ　　　（ブダガや泊）

ギリ大統領の臨席を得て、

6 8日ω ブダガや滞在 インド日本寺落憂式厳修

（プダガや泊）

大塔、尼蓮禅河参拝

7 9日（日） 14：20
P9：40

ガ　ヤ　発ムガールサラ 129列車 午後、戸車でムガールサ
宴Cヘ　バスでベナレス

イ着 へ　　　（ベナレス泊）

早朝ガンジス河で沐浴見
挙　初転法輪の地サルナ

8 10日㈲
23：25 ベナレス発 列　　車

一ト参拝　ベナレス市内
ｩ学、ヒンズー大学隔夜
行列車でゴラクプールへ

（車中泊）

05：22 ゴラクプール 着後立繋の地クシナガー，

9 11日㈹ 　　　　着
Nシナガラ

ル参拝　浬繋堂幅

滞　在 （クシナガラ泊）

10：00
ゴラクプール発　　　　　亀　　，

列車Nα183 列車でノーガルへ

10 12日㈱ 12：20
P8：16
ノーガル着
mーガル発 列車Nα185

降誕の地ルンビニ参拝縛び列車でバルランプー

21：37 バルランプール着 ルへ（バルランプール泊）

舐園精舎、舎衛城跡参拝

11 13日㈱ 15：00
P8：0Q
ゴン　ダ発
宴Nノ雪暮

列車Nα1 バスでゴンダに出て、列
ﾔでラクノー経由アグラ

20：40 ラクノー・発 急　　行 へ　　　　　　（車中泊）

09：52 アグラ着 普後タジ・マハール、ア

12 14日㈹
16：25 ア　グラ発 ICμ08

グラ城、アジア救うイセ
塔^ー訪問、インド国内

17二〇〇 デリ　一着 航空でデリーへ（デリー享創

終日　ニューデリー、オ

13 15日㈹ デリー需在
一ルド・デリーの見学

（デリー泊）

07：45 デリ　一発 AI／310 インド航空310便でデ
14 16日（日）

22：40 東　京　着
リー発　帰国
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